
✿12月のカウンター当番は，2年生が担当します。
✿11月のカウンター当番の傍ら，1年生の図書委員が，自分たちのクラスに届けた

い「学級文庫」を選定しました。今週から1年の各クラスにお届けしています。

今年は，北国から届く初雪の便りが，例年になく遅かったようです。11月になって 是非手に取ってください。なお貸出手続きは図書館でお願いします。

も暖かい日が続いていましたが，気がつけば，日一日と身に付ける服の生地が厚くな ✿「平成30年度茨城県優良図書」コーナーを設置しました。話題の作品も選ばれ

り，温かい飲み物を求めるようになりました。日が沈む時刻も早まり，皆さんも帰り ています。

道は身を縮めているのではないでしょうか。１年生は，いよいよ真剣に文理選択を考 ✿新着本が入荷しています。是非手にとってくださいね。

える時期ですね。２年生は，楽しかった修学旅行の余韻にまだ浸っている人もいるで
しょうか。３年生の中には，学習場所として図書館を利用する人も増えてきました。

日ごとに寒さが募るこの季節は，何となく心細くなり，またその寂しさを埋められ 十一月のうた（辞書の言葉）
ない思いにとらわれたりすることもあります。人恋しくなる季節かも知れません。人
間は，この「孤独とどう向き合うか」という問題をずっと抱え続けているように思い 栬もみじ［紅葉・黄葉・ ］
ます。個人を自覚した近代人は勿論のこと，『新古今和歌集』にも言いようのない孤独 （動詞「もみず」（紅葉）の連用形の名詞化。古くは「もみち」）
を季節の景物と共に詠んだ歌が見られます。時を超えて私達に突きつけられる「孤独 ①（－する）秋に，草木の葉が赤や黄に変わること。紅葉する
とどう向き合うか」という問いは厳しいものです。しかし，夜が長いこの季節にこそ， こと。
その闇に飲み込まれることなくむしろ直視し向き合ってみるのも人間らしい気がしま ②楓，または楓の葉をいう。
す。孤独を知るからこそ，人を求め，知識を求め，知らない何ものかに向かう勇気と ③紋所の名。楓を図柄としたもの。丸に紅葉，杏葉紅葉など。
好奇心を手にするのだと信じたい季節です。図書館は，一人の時間を大切にする空間 ④「もみじがさね（紅葉襲）」の略。
です。日当たりもよく明るいですよ。部屋を暖めて皆さんの来館をお待ちしています。 ⑤恥ずかしさや怒りのために顔が赤くなることのたとえ。
体も心も温もりが恋しくなった時には是非図書館へどうぞ。 ⑥花札で10月を表す札。

⑦料理で，秋の紅葉した木の葉の色を表したものにいう語。
✿２年生の図書委員が，担任・副担任の先生のお薦めの一冊を取材しました。 ⑧鹿の肉。鹿には紅葉が取り合わせであるところからいう。
昇降口前の掲示板をご覧ください。 ⑨小麦の挽きかす。ふすま。もと，女房詞。また，大阪でいった語。

・全体・男女別に三部作を推薦 ⑩茄子をいう女房詞。
☆皆さんに向けて，多くの本を推薦してくださ 全員：夏目漱石「三四郎」「それから」「門」 ⑪茶をたてるときに，「紅葉」を音読した「こうよう」を「濃う善う」に通
いました。 男子：北村薫「スキップ」「ターン」「リセット」 わせていうしゃれ。
図書館では，実物を手に取れます。 女子：柚木麻子「ランチのアッコちゃん」「幹事 ⑫魚の鰭（ひれ）の部分の名。

のアッコちゃん」「３時のアッコちゃん」 ⑬囲（かこい）女郎の異称。
・東野圭吾「ナミヤ雑貨店の奇蹟」 ⑭「もみじがさ（紅葉笠）」の略。
・ダニエル・キイス「アルジャーノンに花束を」 ⑮「もみじぶくろ（紅葉袋）」の略。 （小学館『日本国語大辞典』第一版）

・佐藤雅彦「プチ哲学」

・小川晴央「僕が七不思議になったわけ」 皆さんは，「辞書を読む」ことを意識したことはあまりないでしょうか。辞書の説明は，無味乾

・福島直樹「学歴フィルター」 燥で頭に入らないでしょうか。小説に感情移入し，涙しながら読み進めることも楽しいですが，

・帚木蓬生「ソルハ」 私は時に，簡潔で無駄がなく，公平で客観的な辞書の記述に落ち着くことがあります。偏りも迷

・白石豊「夢をかなえるコツ」 いもない表現で説明される文章を読んでいると，心の揺れや迷いが収まる気がします。公正で分

「実践メンタル強化法」 かりやすい，安定した言葉と内容だからでしょうか。ところで，「紅葉」にこんなに多くの意味が

あると知っていましたか？言葉は知の入口であり，世界を開くものだと思います。改めて木々を

見上げてみませんか。紅葉した葉が多彩な表情を見せてくれるかも知れません。皆さんに降りか

かる一枚一枚の葉が，楽しみや希望や未知の世界への期待をもたらしますように。
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